
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2024年9月30日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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主要国株価指数の推移
（期間：2024年9月30日～2025年10月3日）

https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202510_outlook.pdf

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。

17.82%

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
10月3日

企業業績については、足元は米国関税政策や長期金利高止まりの影響は限定的で、底堅く推移す
るとみられます。
米国株式相場はこれまでの上昇相場から過熱感が意識されながらも、FRB（米国連邦準備制度理
事会）による利下げ姿勢は支援材料とみられることから上値・下値とも限定的で、レンジ内での
動きになるとみています。欧州株式相場は、財政拡大政策が支援材料とみられる一方、米国関税
政策の輸出に対する影響が懸念される中、域内の政局動向も懸念されることもあり、米国株式相
場と同様にレンジ内で推移するとみています。

（期間：2024年9月30日～2025年10月3日）

外国株式見通し 

マーケットの動き（2025年9月29日～10月3日） 米国株価指数の推移

外国株式相場は、米国、欧州ともにレンジ内での動き

先週の米国株式市場は、前週末比で上昇しました。
1日より米政府機関の一部が閉鎖されたものの、株式市場への影響は限定的とみられたこ
とや、米政策金利の利下げ期待などから、米国株式市場は堅調に推移しました。業種別で
は、医薬品関税の免除の報道を受けて医薬品関連銘柄が買われたほか、AI（人工知能）関
連需要の期待感などから半導体関連銘柄にも買いが入り、株価指数を押し上げました。
欧州株式市場は、前週末比で上昇しました。
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投資環境見通し（2025年10月）

11.30%

S&P500種株価指数 6,715.79 1.09% 4.15% 24.45%

NYダウ 46,758.28 1.10% 3.28% 15.32%
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